　　　　　　　　　　（３）青年学校
青年学校設置の背　　　実業補習学校と青年訓練所は、制度上それぞれ特質を有する青年教育機関であったが、両者と
景　　　　　　　　　も主として小学校卒業後、職業その他実際生活に従事する一般青年を対象とするものであって、その教育目的は健全なる国民、善良なる公民の養成を期することは異なるものでなく、その内容も共通する点が多かった。しかしその経過をみるのに、実業補習学校の生徒である者が青年訓練所に入所する場合が多かった。このため、こうした二重制度のわずらわしさを解消する目的をもって、昭和１０年３月３１日勅令第４１号をもって青年学校令を公布し、勤労青年の統一的な教育機関として、４月１日より青年学校が設置された。
青年学校令第１条には、「青年学校ハ男女青年ニ対シ其ノ心身ヲ鍛錬シ徳性ヲ涵養スルト共ニ職業及実際生活ニ須要ナル知識ヲ授ケ以テ国民タルノ資質ヲ向上セシムルヲ目的トス」と規定している。
課程は、小学校尋常科６年を卒業した者に普通科として２か年、高等科２年を卒業した者に本科５か年、本科修了者にはさらに研究科１か年とし（本科は男子５か年、女子３か年）、昭和１４年４月２６日勅令により青年学校令が改正され、１２歳より１９歳の男子（普通科・本科）は義務制が実施された。

青年学校義務制実　　　なお、当時文部省が示した「男子青年ニ対スル青年学校教育義務制実施案要綱」の一部を抜す

施要綱　　　　　　　いすると
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青年学校の訓練科　　　教授および訓練科目は、修身及公民料、普通学科、職業科、教錬科の４科とされたが、戦時体
目　　　　　　　　　制の進行とともに軍事教育が特に重視された。鳥取県令第１１号「青年学校令施行細則」（昭和１５年２月２７日制定）による教授および訓練科目は次のとおりである。
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青年学校昼間制実　　　なお、青年学校教育昼間実施については、昭和１６年８月９日（発教第６７号）鳥取県学務部

施　　　　　　　　　長名で、各市町村長・各青年学校長宛通達が出された。これによって、男女は従来教練科を除い

てはほとんど夜間における教育が行われていたものを、８月末日をもってすべて昼間の教育に切

り替えねばならなくなった。この趣旨について「青年学校教育昼間制実施要項」は次の如く述べ

ている。
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青年学校を各小学　　　昭和１０年４月青年学校令の公布により、長瀬・浅津・橋津・宇野青年学校が誕生し、各小学

校に設置　　　　　　校に併設された。開校当初は各小学校が青年学校長を兼任し、修身及公民料、普通学科、職業科の指導は各小学校教員がその任にあたっていた。しかし、１５年４月より長瀬・浅津・橋津青年学校には各１名の専任教諭が配置された。教練科の指導員としては、各村の在郷軍人の中で予備役将校１名、下士官１名ないし２名が任命され、軍隊の予備的訓練としてきびしい指導にあたった。毎年春には、東伯郡合同の野外演習を２日間（夜営を含む）にわたって実施し、毎年初冬には鳥取連隊区司令部による厳重な教練査閲も行われていた。
各村に設置されていた当時の青年学校の記録は、旧長瀬村役場保管の「青年学校関係綴」しかないが、そのなかから２・３の資料を掲載し当時の情況の一端を列挙することとする。
青年学校就学者と　　○まず青年学校就学年令該当者であるが、昭和１３年１２月１日現在の該当者並びに教員配置と

教員　　　　　　　　　給与は次表のとおりである。
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青年学校学令者へ　　　○昭和１５年度義務就学者に対する通知を、男子該当者８名に下記文書が発送されている。（女の入学通知　　　　　　子は７名）
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○前に述べている教練査閲について、昭和１６年８月８日次のとおり通牒されている。
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年教練の日割通
知
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青年学校充実のた　　　太平洋戦争開戦の翌年である昭和１７年にはいり、青年は他産業への転出、教員の軍隊応召、

めの統合奨励　　　　物資の不足など悪条件のかさなりによって、国は従来の各町村単独設置の青年学校を合併し、組合立青年学校の設置を指導奨励した。この合併を進めるに当たり、昭和１７年１月２６日鳥取県学務部長名によって組合立青年学校設置協議会がもたれているが、この協議会には長瀬、浅津、橋津、宇野の各村長、同青年学校長が浅津青年学校に招集されて指導説明を受けている。本協議会で説明を受けたなかに、統合を行う基本として「独立青年学校設置要綱」を定め、この要綱に従って統合するよう強く指導されている。本要綱の趣旨並びに関係事項の抜すいを次に掲げる。（以下羽合青年学校会議綴による）
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青年学校統合範囲
参考案
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この独立青年学校設置の意味は、従来各小学校に併設されて、夜間授業が行われていた青年学校が、昭和１６年８月９日の通達によって昼間の教育に切り換えられた。しかし各町村とも、小学校にそれだけ余裕がある施設もなく、従来のままの方式で開校している状況にかんがみ、数か町村による組合立青年学校方式を採用し、併せて独立校舎（教室）をもつ青年学校の実現をはかろうとしたものである。

統合に対する羽合　　　羽合４か村でも、この趣意によって協議されているが、一応４か村代表者とも本趣意に賛同し

４か村の空気　　　　て、これに必要な手続きを終ることとなった。長瀬村においては１７年３月２４日、浅津村が同２５日、宇野村同２４日にそれぞれ村会で議決をしているが、橋津村においては村会の議決が得られず、橋津村長から次の文書が長瀬村宛に出されている。
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どのような事情があったのか議事録がないため不明であるが、４月１日の第１回の組合議会には橋津村はぬきにして開会されている。しかし４月４日付の青年学校組合管理者選出の決議書には、橋津村長ほかの署名が次のとおり記載されているところからみれば、各種の事情によって一時的に統合賛成の気運に至らなかったものの、県当局の指導などによって急拠統合にふみ切ったものと思われる。
組合管理者の決定

[image: image12.jpg]Qi BEFITAR S O 1O ARBREL S K PANKRPRR H

e et DADEmEmE SRR S E R T QISR N 1 cgralli Sy
P0Q e’ EETIRGER SN WHERIE

| DO | EO RN MR S SR
QERIAKQVRRENRY S0

&c%#%&ﬂ&,%Wm$mw¢afﬂ%%ﬂﬁﬁﬁﬂmiﬁmiéﬁma

RIS E =8N PwoQUEL KR

B o
TR KM < FEATRIED ™R 1 SN KB I R SR
EE+ D EmEm

g

| B R b T
EEm
aRsE
L& %11
ERER
WL
HOWER
WEE<

Q0 IR A D 1 IS O BRET i Q TN © 5 K QU R SR U R0

HZ+PEnm K m
BURNEDY # X KERE

TN K w K RE

ey ERE

=12 —





このような過程を経て誕生した、羽合青年学校の組合規約、予算との内容について次のとおり

記録しておく。
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羽合青年学校組合
規約
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組合経費の負担歩　　　以上が青年学校組合規約であるが、１番問題となる経費の負担割合を定める第１８条の設定に

合　　　　　　　　　ついて、戸数及生徒数のほかに国税の負担率も加味して算出する案が立てられていたようである
が、結局戸数割５、生徒数割５の合計額で算出されている。この算出資料のなかに、昭和１６年
の各村青年学校に支出した経費、生徒数があるので記載しておく

（昭和１７年羽合青年学校関係綴）
青年学校組合予算　　　次に羽合青年学校組合費予算についてみると、昭和１６年度歳出総額６,９９３円に対し、各村
の状況　　　　　　　が統合前に組んでいた歳出予算額は４,８７０円（次表のとおり）となっており、２,１２３円の増となっている。しかし歳入を差引いた純負担額の統合前と後の対比が資料不足であらわすことができないが、次表によって統合後の各村分担金と、統合前の各村歳出予算額を対比してみれば、橋津村の場合大巾に実質負担額が減少しているにもかかわらず、統合直前に村会で議決できなかった点が疑問である。
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統合校は長瀬国民　　　また統合計画当初は、独立校舎設置の協議もなされているようであるが、各村の財政事情等の

学校併設　　　　　　関係から、長瀬国民学校に併置することに落ち付いたようである。統合設置後の学校職員は、長瀬国民学校長兼任となり、教諭２名、助教諭１名、指導員（教練担当）５名の教員構成をもって運営された。

専任校長の配置　　　　昭和１８年度になって校長は専任校長となり、教員も増配されて、戦時たけなわの青年学校教育は一段と強化された。昭和１８年度青年学校名簿によれば、次のような職員組織となっている。
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青年学校名改正の　　　昭和１８年３月になって青年学校の名称を変更するよう内政部長名で次のような通達が出され

通達　　　　　　　　ておるが、ただ名称を簡素化するための措置なのか、あるいは別に意図があったのか詳しいことは不明である。
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これに対し組合は昭和１８年３月２６日「東伯郡長瀬、浅津、橋津、宇野村羽合青年学校組合規約」の一部改正を行い、学校名を「東伯郡長瀬村外三ヶ村学校組合立羽合青年学校」と改称することを議決した。

太平洋戦争は、戦域の拡大から順次連合軍側の攻勢とみに旺盛となり、昭和１８年９月イタリアの降状に続いて２０年５月にはドイツもついに降状した。日本にも１９年末から本格的な本土爆撃が始まって、国民総蹶起運動、１億武装決議など全国民による本土決戦の決意をあらゆる形で浸透させていった。戦える者はすべて戦場へ出尽し、本土に在住する者は敵の上陸と空襲に備えて竹ヤリ訓練、防空ごう造り、そして食糧増産に追いやられた。
さらに河北青年学　　　このようななかでの青年学校教育は、教員の不足、生徒数の減少、物資の不足など悪条件が重
校へ広域統合　　　　なり、ついに青年学校を広域統合することになった。統合は昭和２０年４月１日より上井町、西郷村、上北條村、長瀬村、浅津村、橋津村、宇野村の１町６村をもって組合を構成し「上井町外六ヶ村学校組合立河北青年学校」となった。
（註　昭和２１年８月３１日泊村、宇野村学校組合立泊水産農業学校設立のため、宇野村は河北
　　青年学校から分離した。）

河北青年学校へ統合のため、羽合青年学校を廃止する議決が次のとおり行われている。

[image: image20.jpg]ERE SRR RO EIRER

®IPER ERERRESEERMED
NS NROBEESER I m) K m (RS R

PO [RERBRERERN] S PR RO VR0 K O e

EEg

iR | IR
RBEERE] 6 | WEHALLT

#eOEH hEreEqoR

V-

KEUE RO RIR-V A N EHE ST BR-CERDs a s N OHRNBL
w0\ EESEREER | SERKELY

B FHQEK KO
&
o (SR CHYD HH L ol BE S

TR b BB RO HBR BB R
o030 Eniefan

1i°

Kope

G R e K -HEE QIKIE R 60 0 e R UK
BNER PR SRR BHUEST WO EEIENG L o g0
N QA f@;ni%&%\ﬁm\ﬁﬁmxﬂ\ HEFQESL SHOKESVEKE REL o O 5 Rrh &

MY D0 0 5 NS

HE -V
ST o
HB e I VNS 0 L0 BOHER ) | FHEm | myoUiRE HRE YRz ER 8l Exl bEke

1mii+ | _,.UMU%w_zw,f/bx

211+
B!+ | m [+ oA
BOR RN S 2R RO - K E o
EZY X H e =
B HEERK SRR EOEIn bR N s
e
ERZI+# @l +Ho
- DRRE LGSR HEN+ | HEROMEHIREeQ N uE MR

ESHCEP RO REN O S P BRI RS S L AR

ERER (B8 Si-oRir

|
@
3
Re
|





河北青年学校の記録については詳細な資料がないため記録できないが、昭和２１年度の予算書があるので、このなかから主要な内容を記録しておく
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青年学校の決戦体　　　さて戦局もいよいよ大詰となった昭和２０年は、中学校、高等女学校、実業学校、高等専問学
制　　　　　　　　　校など各学校の生徒や大学生も、学徒報国隊として軍需工場、援農作業へ動員され、これらの学校における授業はほとんど停止されるに至った。この生徒、学生の動員に呼応して、青年学校もその例外ではなく、そうした状況の一端を次の資料によっておしはかることができよう。
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昭和２０年８月１５日、日本はついに無条件降状をした。終戦を境にして、日本の教育は民主教育に転換するための連合軍の強い指導方針に従って一大変革を遂げ、青年学校は昭和２２年３月３１日学校教育法の施行に伴ない、いわゆる６・３・３制の実施によって廃止となり、ここに戦時教育体制としての青年学校は消滅した訳である。
